
１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 到達度 成果と課題 具体的な改善策・向上策 妥当性 気づき（書ける範囲で結構です。簡潔にお願いします）

・年間６回のＣＳ会議の充実を図
る。
・職員・保護者のＣＳへの理解を
高める。

・全職員がＣＳ会議に参加する。（交替で複数回参加す
る）
・育友会総会や学校行事の折に、ＣＳ活動について保護
者への説明を行ったり、学校だよりなどで活動の詳細や
成果等を伝えたりする。

A

・8月のCS会議へ全職員で参加できた。
２学期の行事への地域の関わり等が話
し合われた。地域の支援を感じる会と
なった。
・CSの活動を知っている保護者【よく
しっている・知っている】は、１００％で
あった。

・CSへの理解は進んできている。今後も、
学校だよりや行事の折々でCSの活動等を
地道に広報し、周知８０％以上を維持して
いきたい。

1 ・・ 11名
2 ・・ 0名
3 ・・ 0名

・ＣＳの取組は今後増々重要になると思われます。

・育友会・地域との連携を深め、
合同行事を開催し、昨年より参
加者を増やす。

・小中合同行事では、児童生徒による実行委員会を設
置し、児童生徒が自主的に活動できる場を設定する。ま
た行事の中で児童生徒が表現力を活かし、活動できる
力を育成し、保護者や地域の方の思いや願いを大切に
した行事にする。
・育友会との連携を深め、育友会と職員が一体となって
行事を盛り上げる。

A

・行事ごとの実行委員会の構成メン
バーを委員会で分担したことで、児童生
徒に一人一役で出番を多くした。どの児
童生徒も責任を持って取り組むことがで
き、達成感を味わうこともできた。

・参加者は７０％以上を達したが、保護者
や地域の方の行事への参加の仕方につ
いて、もう少し有意義になるように具体的
な案を提案するなど手立てが必要であ
る。

1 ・・ 10名
2 ・・ 1名
3 ・・ 0名

・子どもたちの自主的な活動は素晴らしいと思いました。
子どもたちの活躍ぶりをより多くの方に見ていただきたい
ところです。

・学校からの通信やＨＰ等を通し
て学校情報を細やかに発信す
る。

・各種便りの更新を、各担当ごとに振り分け随時更新で
きるようにする。
・行事などの取り組み報告は、開催後速やかに更新す
る。

B

学校HPの見直しを行い、必要な情報発
信を計画的に行うことができた。年度途
中で、HPの形式変更があったが、移行
の際にお便り等の更新が少し滞ってし
まった。

冬季休業中に掲載が遅れてしまった分の
各種便りを新HPに反映させ、3学期はじめ
には更新手続きをとれるようにする。ま
た、主な学校行事紹介として「松梅歳時
記」の掲載を適宜行っていく。

1 ・・ 7名
2 ・・ 4名
3 ・・ 0名

・学校、学級だよりの発行をＨＰからの発信のあり方につ
いて、再考が必要かもしれません。

●授業改善・教職員の
働き方改革の推進

・校務等の効率化の促進

・日々「本日の退勤時刻」を予告し、6時までの退勤を促
すとともに、業務が立て込む時期は、【残っても良い日】
を設定することで、メリハリのある勤務となるよう教師の
意識改革を図っていく。
・各教職員の勤務時間を把握し、５０時間を超えた職員
には声かけを行う。

A

1か月あたりの超過勤務４５時間以内の
達成率が９７％、40時間以内が９５％で
あった。最初必要だった退勤時刻も18
時を大きく越えることもなかった。また、
管理職を除いて50時間を超えることなく
勤務できた。退勤時刻を意識したメリハ
リのある勤務ができた。

2学期の行事が多く、職員の様子を見てい
たら大変そうな時期が見受けられた。次
年度の教育課程編成の折に行事の精選
と時期の見直しを行いたい。

1 ・・ 11名
2 ・・ 0名
3 ・・ 0名

・業務内容が減らなければ、早く帰ることも難しいですね。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 到達度 成果と課題 具体的な改善策・向上策 妥当性 気づき（書ける範囲で結構です。簡潔にお願いします）

・全国・県の学習状況調査全職員での分析を通して、課
題を共通理解し、系統的な指導ができるようにする。
・家庭学習の仕方について、家庭学習パワーアップ週間
での取組を通して、保護者にも働きかけながら基礎基本
の定着を目指す。
・授業や集会等の中で、必ず児童が感想をを発表する
場面を設け、６０％以上の児童が発言できるようにす
る。
・朝の時間や休み時間などに読書を推進し、年間１００
冊以上借りることを目標に取り組ませる。

B

・夏休みに、全職員で学習状況調査の
分析を行い、課題に合った学習指導の
工夫について考えた。
・９割近くの児童が、学年目標の家庭学
習時間に到達できた。
・学校行事などで、感想交流を行う機会
を多く設けた。たくさんの挙手があった
が、学年などに偏りが見られた。
・朝の時間の読書に静かに取り組ん
だ。１００冊以上借りた児童も多いが、
個人差が大きかった。

・個々の習得状況の把握を記載した学習
状況カルテを作成・活用し、個に応じた指
導に生かしていく。
・普段の授業から、大きな声で発表する経
験を積ませ、意識して指導をしていく必要
がある。
・学年相応の本、いろいろな種類の本を選
び、読書に親しめるように、委員会だけで
なく国語の学習などを活用して指導してい
く。

1 ・・ 9名
2 ・・ 2名
3 ・・ 0名

・日頃の熱心な指導に対して、感謝いたします。引き続き
ご指導をお願いいたします。
・学習状況カルテはとても良い取組だと思います。子ども
自身も自分の成長を意識することで、主体的に学ぶ力を
高められるでしょう。

・「学習の手引き」を活用し、保護者評価で８０％以上の
児童の定着ができるようにする。
・専門部の活動の中で、家庭学習や自主学習の取り組
ませ方について検討し、全学年で統一した指導を行い、
家庭学習の定着につなげる。

A

・学級からの呼びかけと家庭学習パ
ワーアップ週間への取り組みにより、保
護者評価は90％を超えた。
・自主学習について、専門部で小中合
同で話し合いをし、ランチルームに掲示
して異学年間で自主学習を見ることが
できるようにした。

・学習の構えについて、全体で共通理解を
する場を設け、学年に合った支援を提示し
ていきたい。
・自主学習の取組について話し合いをし、
学習意欲の向上、学力の向上に役立てた
い。

1 ・・ 10名
2 ・・ 1名
3 ・・ 0名

○小中一貫による教
育活動の充実

小中が相互理解を深め一貫校として連
携を強化し合同の会議や研修の充実
を図る

・小学部の一部授業を中学部教科担当者が行ったり、
合同行事では小中職員が一体となって指導にあたった
りしながら、連携を図り、充実した教育活動にする。
・各種会議や研修会を小中合同で行い、共通理解を深
めながら、全員で９年間を見通した指導を行う。
・合同行事においては、児童生徒の意見も取り入れなが
ら、小中の職員が協力し、運営を行う。

A

・行事ごとの実行委員会の構成メン
バーを委員会で分担したことで、児童生
徒に一人一役で出番を多くした。どの児
童生徒も責任を持って取り組むことがで
き、達成感を味わうこともできた。
・行事等への保護者の参加者率は７
５％であった。

・参加者は７５％以上を達したが、保護者
や地域の方の行事への参加の仕方につ
いて、もう少し有意義になるように具体的
な案を提案するなど手立てが必要であ
る。

2 ・・ 11名
2 ・・ 0名
3 ・・ 0名

・９年間で育てる視点、小中の職員が同じ方向性をもった
取組は素晴らしいと思いました。

小中共通の校内研究テーマ、「小中一
貫教育における新しい時代を生き抜く
力の育成」を目指し、授業を中心にし
た研修の充実を図る

・校内研究では、小中合同の授業研究グループを組織
し、事前研・研究授業・事後研の中で意見交流しながら
系統性を意識した授業を行うことで、一貫校の教師とし
ての授業力の向上を目指す。 A

・前、中、後期のグループごとに事前
研、研究授業、事後研で意見交流しな
がら全員授業を行った。発達段階ごと
に児童生徒の「主体性」「創造力」を具
体的に捉え、その育成を目指して研修
を深めた。

・小中一貫校の強みを生かして、校内研
究の充実を図る。さらに講師を招いた研修
も行い、教職員の資質向上を目指す。 1 ・・ 10名

2 ・・ 1名
3 ・・ 0名

電子黒板及びタブレットを有効活用し
た授業実践

・情報教育推進教員やＩＣＴ支援員の計画のもと、ミニ研
修会を実施したり授業での効果的な活用方法について
話し合ったりして学び合う。
・長期休業中等に、ＩＣＴ支援委員による電子黒板などの
研修会を開き、技術の向上につなげる。

B

・全クラスで電子黒板の利活用が図ら
れ,保護者のアンケートや教員の自己評
価も９０パーセント以上が良く活用して
いるという回答であり、全授業担当者
が、授業中に電子黒板を使用すること
ができた。
・外部講師によるプログラミング研修や
タブレット研修なども行った。

・教室の電子黒板は使用しているが、パソ
コン室の使用が、クラスによるばらつきが
あり頻度も異なる。ＩＣＴ支援員の方が来校
される日に、授業をたくさん組み活用を促
したい。また、研修会を長期休業中に開い
たり、ICT操作に関する資料を配布したり
して効果的な活用を図りたい。

1 ・・ 6名
2 ・・ 5名
3 ・・ 0名

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的方策 到達度 成果と課題 具体的な改善策・向上策 妥当性 気づき（書ける範囲で結構です。簡潔にお願いします）

●心の教育 豊かな心の育成

・年間１回以上、ふれあい道徳を実施する。
・年間通して、縦割り活動をおこない、異年齢交流の充
実を図る。
・いろいろな行事を通して、地域の方々との交流の充実
を図る。

A

・4月の授業参観では、全学年で、ふれ
あい道徳を実施することができた。
・縦割り班での掃除、遊び、ウォークラ
リー、クリーン作戦などを通して、異年
齢交流を行った。
・体育祭や柿むき大会，餅つき大会等
の行事で、多くの地域の方々とふれあう
ことができた。

・授業参観だけでなく、学級通信でも道徳
科の取り組みを各家庭に知らせていく。
・各教科や学校行事などと関連させた効
果的な道徳科の年間計画を立て、計画的
に授業を行うようにしていく。

1 ・・ 10名
2 ・・ 1名
3 ・・ 0名

・松梅校は年間を通して、様々な体験活動を行われてい
るので、体験に根差した道徳を展開しやすいと感じまし
た。
・子ども主体の実行委員会などで発信したり、関係する人
と交流したりする中で、相手へ寄り添うことが学べたと思
う。

●志を高める教育
郷土愛をもとに自分の夢や目標にむけ
て努力する気持ちを高める教育活動の
推進

・松梅ウォークラリーへの参加を通して地域への理解を
深める。
・松梅検定（高学年）に向けた準備を通して地域への知
識を広げる。
・道徳や総合的な学習の時間を通して、自分の目標や
夢について考えさせる。

A

・道徳教育の授業の中で児童生徒にで
きるようになりたいことや夢などを考え
させる「ゆめノート」を作成し取り組んだ
ことで、児童生徒が自分自身について
考えるきっかえを作ることができた。ま
た職員も共通理解して取り組んだので、
効果的な取り組みができた。

・児童生徒は松梅について学習することを
楽しんでいるので、効果的な取り組みにす
るために職員も研修を行う。
・「ゆめノート」の取り組みについて、年度
初めに必ず職員で共通理解をしていく必
要がある。

1 ・・ 9名
2 ・・ 2名
3 ・・ 0名

・「夢ノート」の取組で、未来にわくわく、希望が持てると思
います。
・中学校のキャリア教育とつなげるとさらに充実していくよ
うな気がします。
・生徒に対しては、ありがたいことではあるが、先生方の
負担増が懸念される。

いじめ０の取り組みと､人権教育の充
実

・毎月「心のアンケート」を実施する。教育相談週間に個
人面談を実施し早期発見、早期対応をに努める。
・「人権集会」や「人権週間」「平和集会」を計画的に実施
し、互いの人権について考えさせる機会を設ける。

B

・「心のアンケート」や教育相談週間を
実施できたが、学校をあまり楽しく思わ
ない児童が約１０％いる。
・人権集会等を計画的に行い、人権に
ついて考えさせる機会を設けた。

・「心のアンケート」や教育相談週間を実
施するとともに、日頃より児童に声をかけ
個別に対応する。
・集会を計画的に行うとともに、各学級で
振り返りを行い、日頃の生活に活かせるよ
うにする。

1 ・・ 9名
2 ・・ 2名
3 ・・ 0名

・学校をあまり楽しく思わない児童に対しては、よりこころ
のケアが必要ですね。
・７０％をどうとらえるか。様々な角度からの検討が必要か
もしれません。

生徒指導の充実

・学校での生活のきまりを年度初めに全職員で共通理
解する。
・生活朝会で具体的な例を挙げながら話をし、望まし行
動ができるよう指導を行う。
・各学級で月目標に対する具体的目標を設定し、取り組
みの評価を各学級で行うようにする。

B

集団下校や学校での決まりなどを職員
で話し合い共通理解をしながら生徒指
導を行うことができた。地域での挨拶に
保護者と児童との意識の差がある。

挨拶指導の際に、学校外での指導も含め
て指導していく。「地域でのあいさついっぱ
い運動」を児童会を中心に行い、全職員、
全児童で取り組んでいく。

1 ・・ 9名
2 ・・ 2名
3 ・・ 0名

・不審者対応のこともあるので、アクセルを踏みつつ、ブ
レーキもかけないといけないという難しさがあると思いま
す。

●健康・体つくり
基本的な生活習慣の定着
体力の向上

・年に２回（６．１１月）、調査を行い、その結果を保護者
に情報提供して啓発を図っていく。
・なかよしタイム（縦割り遊び）や若松タイム等で遊びの
種類を児童に紹介して、晴れた日の外で遊ぶ児童を１０
０％にする。
・体育の授業で、年間を通して体つくりや体ほぐしの運
動に継続して取り組んだり、スポーツチャレンジに取り組
むよう呼びかける。

B

・「早寝早起き朝ごはん」が守れている
という回答した保護者は、約９８％で
あった。
・スポーツチャレンジで長縄に取り組
み。3年生以上連続して２００回以上跳
べるようになるなど体力向上につながっ
た。
・縦割り遊びや全校遊びを通して、ほと
んどの児童が外で遊んでいるが、活動
がない日は、外で遊ぶ児童が限られて
いるのが課題である。

・学校からの便り等を通じて、保護者への
早寝早起き朝ごはんを呼びかけを継続し
生活習慣の定着化を図っていく。
・一貫校の強みを生かして、異学年が混
ざって遊べる遊び推奨したり、若松タイム
でスポーツチャレンジの種目の記録に挑
戦させたりして異学年での運動の活性化
を図る。

1 ・・ 9名
2 ・・ 2名
3 ・・ 0名

・

○特別支援教育 各児童の特性に応じた指導の充実

・個別の指導計画を作成をし、支援について全職員で共
通理解する。
・特別な支援を必要とする児童への対応ついての共通
理解や研修会を、小中合同で実施する。
・職員連絡会の際には、各学級における特別な配慮を
要する児童の情報交換を行うとともに、年間5回ほど小
中合同の支援協議会を開催し、、小中学部で共通した
かかわりが行えるようにする。

A

職員連絡会終了後や支援協議会等の
折に、各学級の気になる子の共通理解
を行ったことで、職員全体で子どもへの
かかわりを検討するすることができた。
苦手さ調査やﾜｰｷﾝｸﾞﾒﾓﾘ(脳の作業領
域)の実態把握を基に、授業での配慮事
項を検討し、授業の工夫にも取り組むこ
とができた。

気になる子については、心理検査や実態
把握等を詳細に分析し、職員全体で共通
理解を、さらに進める。また、授業の始め
や終わりに、個々のﾜｰｷﾝｸﾞﾒﾓﾘを高める
エクササイズ等に取り組み、学習の中で
必要となる「聞く力」「見る力」を高めてい
く。

1 ・・ 10名
2 ・・ 1名
3 ・・ 0名

・個別対応の充実で育った子供が集団や人とのかかわり
で、また、どのように育つか注目してみたいと思います。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 到達度 成果と課題 具体的な改善策・向上策 妥当性 気づき（書ける範囲で結構です。簡潔にお願いします）

教

育

活

動

○幼・保・小連携 幼・保・小の交流の促進

・児童理解を深め、分かりやすい指導に努め、幼小の段
差を緩和する。
・就学後の育ちがスムーズにいくように、、就学前の学
びや育ちについて、園や児童館との情報交換を密に行
う。

A

・入学前に、個々の育ちについて情報を
集め、それをもとに1年生教室の準備を
した。学校生活に見通しをもつことがで
き、安心して登校することができた。
・年間4回の情報交換の場を設け、芋ほ
り会など、互いに学び合える行事をし
た。就学前園児との交流により、相互理
解をすすめた。

・児童館との情報交換会を、特に春先や
夏季休業中に重点的に取り組み、連携を
深める。
・ＣＳ会議を活用し、学校、児童館と地域を
交えての取組を探り、連携を深めていく。

1 ・・ 11名
2 ・・ 1名
3 ・・ 0名

・交流を行うメリットが生かされていると思いました。
・年4回（体育祭・夏祭り・芋苗植え・芋ほり・餅つき）の行
事を通じて交流し、連携が深まったと思う。
・担任の先生との情報交換をすることで、子どものスムー
ズな学校生活へつながり、先生同士のつながりも深まる。

・校務分掌の適正配分を行い、効率
的な業務への取組を推進する。
・教職員の時間外勤務について1ヶ
月あたり４５時間を超えない割合を
８０％以内にする。

３　目標・評価

ふるさと松梅を担う心身共に調和のとれた子どもの
育成
学校スローガン　　「小さな学校　大きな未来」

　①地域とともにある学校づくり
　②確かな学力の育成
　③心の教育、健康・安全教育の推進と特別支援教育の充実

Ａ：ほぼ達成できた
Ｂ：概ね達成できた
Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である

①　地域とともにある学校づくり

具体的目標

・年３回以上、保育園（児童館）との
連絡会をもち、情報交換を行う。

・授業担当者の「授業中の電子黒板
やタブレットの活用、パソコン室や
教室で活用できている」職員９０％
以上を目指す。

具体的目標

教

育

活

動

・道徳の授業を中心に各教科や縦
割り活動、いろいろな行事等を通し
て、あたたかな人間関係、豊かな心
を育む。

・地域松梅について知っている児
童、自分の目標が夢があると答える
児童を８０％以上にする。

●いじめ問題への対応

・「いじめ・命を考える日」の取り組
みを充実させる。
・人権教育を推進し、全職員が一人
1回以上研修会に参加する。

自他のことを意識した行動を心がけ
る児童の育成を目指し、指導を行
う。

・「早ね・早起き・朝ごはん」の実践
を日々の連絡帳の項目等に起こし
て取り組む。

・天気の良い日は、外遊びを奨励し,
日頃から身体を動かす習慣を養う。
また、体育の時間の運動量を確保
し体力向上を図る。

教

育

活

動

●学力の向上

基礎基本の定着
表現力の育成
読書の推進
家庭学習の定着

・県や国の学習状況調査において、
県の平均を上回ることを目指す。
・基礎基本を確実に定着させる。
・授業や教育活動等において自分
の考えを自ら発言できる子どもを育
成する。
・読書を推進し、年間貸出数の平均
を１００冊以上とする。

・学習用具の準備、学習への構え、
家庭学習の習慣化等について、家
庭を巻き込んだ指導を繰り返しおこ
ない、保護者評価で80％を目指す。

②　確かな学力の育成

③　心の教育、健康・安全教育の推進と特別支援教育の充実

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

　２０１９年度　 佐賀市立松梅小学校　学校評価計画にかかる学校関係者評価シート

・特別な支援を必要とする児童につ
いては、適宜、実態把握を行い、全
職員で共通理解を図り、一貫した支
援を行う。
・発達障害等の障害特性について
の理解を深め、一人一人の応じた
かかわりができるようになる。

具体的目標

・児童生徒を９年間で育てるという
視点で、職員会議、校内研究、生徒
指導校内支援会議等を小中合同で
行い、職員間の連携、情報共有を
図る。
・中学部職員による小学部授業の
実施や研究等では、相互参観をし、
協議したり共有したりしながら、交
流を深める。

○教職員の資質向上

・小中共通の授業デザインに基づく
授業実践をおこなったり、講師を招
いての研修をおこなったりして、教
職員の資質向上を図る。

具体的目標

学

校

運

営

○コミュニティスクール
　による学校運営

・ＣＳ会議に全職員が交替で参加し
ＣＳの意義や活用についての理解
を深める。
・ＣＳについての保護者の理解を８
０％以上にする。

・「体育祭」「文化祭」「松梅フェスタ
（柿むき大会）」「餅つき大会」等の
際、保護者や地域の方へ広く呼び
かけ、参加者率７０％以上を目指
す。

・各種便りや行事に関する活動報告
を発信することにより、保護者
90％、地域60％以上の周知を目指
す。

＜学校の評価＞

学校の評価（A/B/C）の妥当性を評価ください。

１ 妥当である

２ ほぼ妥当である １，２，３の該当する数字に○をつけてください。

３ 妥当とはいえない


